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お母さんが怪獣を晃て”ワァー、びっく1ヅと需っている斬

お緯さんが一緒に灘んでくれるところがすき。お鍬さんの髪

の毛や手ががっこよくてすき

おくやみ（死じ〉

相澤霧代治さん8！歳　承　梨（重　助）

轟橋秀難さん88歳天水島（店）

＊6葦繋悶から6月30檬までの履患分です。

＊広報に載せてほしくない方は、麟出の蒋に

窓ll1にお話ください、
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蔓躍
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　　　　　　　　　　　　　　　　　■
お母さんがお化け屡敷に行って騒を園したとこ。

お愚さんが卵焼き作ってくれるとことビヂオを見せてくれる

とこがすき。お母さんぴ）髪σ）毛がかわいい．
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鰐民の合誘葉

　　i、美しい縁と霧の申で

　　　　　　　　心蟹かな人になろう

　　！、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　　連体の心をもとう

　　ま、湧きいづる湯撫のように

　　　　　　　　　劇造の力を蕩めよう
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小学校との関係 機

Q　保育漸の統合にあたって、小学校の統奮も考えて

　いるのか？

A　保脊所は義務教育ではなく町の負擾が大きいので

統鱗灘灘撫．嫉纏の統鯉礁欝麟驚
　て麟繍奮

Q態簾搬騒と・…鮪醗響懲嚢響’讐
灘3驚議に繍嚇る濾

裁綴灘漸統欝馨難懸糞趨問護論獣繋覆懸磯縷
　的にr今の3傑育筋を運営していくのほ財政的にも

　サービス的にも得策ではない。保育湧は三力筋で統

　合がベスト」という結論が慮た。

合統

’＼，

＼＼＿．マでで／／

　は経叢煮の慧翻鳶考憲に入れて実施すゑ霧難簸と書う意

　鷺鍾難懲灘麟蝿

　護竣礫誇糠⑱壌獺藻考えられるとす濤鎌顯癌。

　りたい．町の持ち鐵しが多くなったとしても、できるだけ

　保育料は変えないでいきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／

　　　撫撫　　　　　．一／
　　　　　　　ヌ

Q　各地域において懇談会をやってきたが、反応はどうか？

A　きわだった反短意見はない。各地区とも統合について

Q　続i懸懸滋撫．繊懸いかの結論は臓鍛鱗磁愚霧灘姦

A　織鑛獲灘総懸魏ぎりと結論を鐵し灘雛。

Q　続霧撫で鑛一建撫を充実させると欝欝麟曙溝i簸れに

A　少子化対策として、気軽に子どもを讃けぢれ葛環境を作

～版厚　　　＼

まちとして

保育所整備地域

　5肩曇1にてお短らせした保欝

じめ購擾当職翼が松之由・松璽・

会を行いました。今回は、各地

罠生萎曼等との懇談会で、駆か

点、慧見などが串されました。

、＼
　＼＼
　　　＼

　蓬鐙蜷i緩懇談会鱗お恥簾　出し羅縢ただいた薦麟・i疑樹・

翻題鐵を灘まえ、馨総磯欝地域⑬繰護春の皆さん毒の懇談

饗蓬設け、i更に秘鶏欝に密蓉し灘調題点鷹意見・要ii望などを

灘齢い・．却蜘撫へと翻ていき辮’搬難鱗藪
繋雛麹滋灘しく灘騰購．騰叢紅。
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懇談会始まる！

漸整備提誉馨を受け、騎長をは

浦臼の3つの地区において懇談

区協議会役員、集落総代、釘議農、

ら説明を受けた後、疑悶や問題

その内餐｝を1一一部ご紹介しまず。

　　夢ジ　　通園バス

鋼
　Q　統合した場合、通園バスを欝すのか？また近くま

　　で迎えに来てくれるのか？

　A　灘然遅義に熱蕪．．翻々の家までは徳慰ないが、煮

　　集蕪蓑で礒渓峯。豪癒チヤ感ル、繋シート懸整備更灘

　．藻講鑛郷一一緒総灘災醗i乗って送i麹叢iるサービスも考

　　灘懇顧菊．懸の遜瞬纏黙が保i蕎所馨i羅になるか凝馳

　　撚豫検i討嚇、

　礎　澱園撚鷹糠通騨媛懸揚含、バスの集i翁場藩紀時雛

　　通り遡えに費けない場念はどうするのか。

　A　建長保育で対応し、保護養の方に直接遅えに来

＼　もらいたい。

＼一一＿／／サービス＼灘
　　　　　　　　　　　△嚢識鰻壁ll鑓

　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　影れる職簾蘇総懸一ビ驚縫麟酵たいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　Q　簸長保脊繕i鑛轡磐響め燧蒲がよいのではな憾溺馨

　　　　　　　　　　　　　　《　要望が出てきたら実施繊驚い、　、
　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　嬢　新サービスが8㈱うたっ寒濾難麟、すべて実施す

　　　　　　　　！』難雛蕩灘灘講翼鍮

／／建設地諜選らな　嬬　一
　－　　　　　　　　　　＼　　　　＿4鋸／灘離灘翻麟．．．繭漂

　　　に建設予定。

　　袋　今蒙凝に保育瞬建築場癬㊨i蒙望はあ鍛たの力羅
　　驚　藻総藩総鍮・委藁i騰の豫潜婁i望があ働簸ン麟総i撫麹

　　　ぢ轡蕉豫然i登かな揚裁歓麟・藤i難i簸との漣i雛i叢灘灘．i難

　　　藷穫遜毅灘誌い薯繰鯖静鷺隷懸た。騒簿鑓繍灘i熱懸

　　　蓬懸1叢難擁叢保しだ搭

　　鍵、綴叢漸燐贅総欝じ蒸鱒建醗i鎌定地ぽ箋風1蓮貰も悪

　　　』く懸盤懸懇鱒の灘麟懸磁鎌。蟹う少影餅究⑱鐡蜷淋

　　　あるのではないか。

　　A　風通しはよい。地盤は地質調査をして判漸したい．
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・』・醗軌ずつ融ぬな費礁罎に参え＆5｛・

　平成篭ア年3月を期限として全国で検討が行われている『南聴村合併書！新潟察より提案された合燐構想

案を基に、松之山町においても様々1な視点か5検討されています。

　これからの松之山驚がどうなっていくのか？どう進んでいくのか？皆さん一緒に考えていきましょう。
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　交通・構報通倦手段の発達により、通勤・通学・買物や践療など、

私たちの臼常生活の範翻r生活圏3は、住んでいる市町粒を越えてま

すます広がっています、このような生活圏の拡大に舎わせ、より広域

的な観点から一体となるまちづくりが求められています。

　二つ以上の市町麺が一緒に

なって、新しい霧や購をつくる

含併でず．

　合併後は、それまでの欝晦

越はい管れもなくなり、獅た
な市や瞬が誕生し諜す。

■
＄
難
鑛
禦
灘

　本格的な少子高齢社会を迎え、教奮・福祉などに薄する住罷二一ズ

の多様化や介護保険、生灘学習、情報化などの新たな諜題に対応する

ため、帯鶏秘には財政基盤の強化や奪門職の確保、企薗立案能力を騰

えた職員の養成などが求められています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爲

儀、、馨該鋤

　
馨
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霧
霧
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難
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　園、地方とも財政状溌は悪化

しており、新潟繋内の市鰯重でも、

財政力が弱い國体が多く、一段

と厳しい財政状況にあります。

そのため財政の健金化が念務で

あり、市鑓村’においても限られ

た財源の中で、行政サービスに

賓隠がないよう、いかに効率的

な財政運営を行っていくかが大

壼な諜題になっています．
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　地方分権が進むなか、住民に簸も身近な麹治捧である箏購

村には、自立していくことが求められてい宏す。自らの覇断

1翼難懸臨弄墾駿

鍔灘驚磯麟彊鍵塾
の阯姻る腰があ難糠薫…．，、翠，灘灘，．、

ります。
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果
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幽幽一鰹・ラ・欄
　環地では、ホームステイ（浅泊）をし、英語しか使えない

生活、文化の違いや環境の違い等多くの事を学んできます。

　この経験がこれからの鮭会に必ず役に立つはず。

　毯んな事を学んで、楽しんで帰ってきて欲しいですね．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰、愈経

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i”ザ　験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　ゆ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　サリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　三雛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月19β　　木曜臼。
　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　’　松之山中学校2年生が、職場訪問を行いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分が進みたい将来の夢のため、それぞれ希望する職種の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍛　会祇を訪問した生徒達。真剣に説明を糠き、実務を体験して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いました、

，／臨2灘響で更に大　を膨らませるきつ

欝

　8月2沼　フ較曜β。

　小谷公園餉の國道で、松婁保育漸の園兜欝名と女性交

逓指導員による嘆の交通事故防疵運動ま街頭指導が行わ

れました．園兜達から手渡されたものに、ドライバーさん

達も笑みがこぼれていました。

　夏の交通事故防止運動は8月蓋β～鎗田まで行われま

したが、交通事故はいつ起こるか分かりません。子ども

達のためにも、常籔頃から慎重な運転に心がけましょう。

灘、）』　　　　『　　　　　　　　P『＾・　　’　　　　1　　　　　　　測燃v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨

曾

　短い夏の激しい戦いi

　7月24目　火曜β．

　松之山町渓プールにおいて、町内小学校魁抗水泳大会が醐

催されました。

　メドレーリレーから始まった水泳大会は、どのレ・一スも熾

烈な競い合い。

　この目申学盤も役麟として参加。大きな声援と緊張感漂う

会場に、暑さも催増したようでした。

ズ’　函

　　　　へ
ζ　　　’　y’

鯛竃

翻駕麟鶏鳶

鑑ん麟鶏農

まぢの話顯をお知らせし濠す。

　著いモンに：は賃けらんね　7月4覆　水曜縫．

　町罠体膏館において、謁齢麿スポーッ大会が醐催さ数ました。参撫麿は321名。

7種欝の競技を地猛対抗で行いました．

　商齢春パワー一爆発のこの8．著いモンには負けられないカで、鷺熱した中にも

のんびりと競技が行われていました。

・ほのぼの

φ

　ゆ　　　　o
o

⇔　　　O　q

　7月ま9猿　　木曜鷺。

　保健センターにおいてほのぼの教室が行われました。

　このβは造董づくりi

　小さな花びらを丁寧に。細かい僅業で優しく皆さん作っていました。

　このほのぼの教蜜は．介護保険対象外の方が参撫されています。楽しい教室で

すのでご希望される方どんどん御連絡下さいね。

　ご連絡は保健センターへ（電話6－3705）

難難議でし‘贈嚢

難

　7月欝礒　木曜段。

　松之山保育所運動会が町鼠体育館で行われました。　工夫を凝らした競技に、

参纐されたお父さん・お母さんは少し緊張しながらもお子さんと楽しい時閥を遇

ごされていました。

　子ども達はと露うと、広い体膏館に少し芦惑いながらも、闘放的な場所でこの

黛ばかりとのびのび動き翻っていました。

翻麟撰⑳A鰹轡
ヂ

なおひろ

直大くん（3歳）

高橋良・一・葵智子さんの長男

　　　　　　　（後新屋敷）

　僕の名繭は糠大謹です。

　みんなからヂなお」って

呼ばれています。僕はヂお

　とうしゃん謙ヂおかあしゃ

ん達って呼んでます。

　ヨーグルトとデラウェア

　とトウモロコシとアイスと

カレーがすきです。

　箪に乗ってドライブに行

　くのが大好きです．

　保膏所の給食で覚え煽

　いですか？」ヂはい。いいで

すよまゼいただきます。」ギめ

　しあがれ3を、いつもお家

　でやってます。

iヂいた燃ますの臆はい
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　　　　　　　　鞭　　　　　　糠鑛　　　　縷簗　　縷鐵囎鐵　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　難雛
　　　　　　　　　鍵
　　　　　　　纏　　　　鰯屡　　繊叢靭

はじめまして

内山浩
巡査部長（湯本駐在所）

　　　　　　　　　です

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年

の
3
月
か
ら
湯
本
駿
在
駈
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
内
山
で
す
。

　
麟
任
奢
は
内
懸
さ
ん
で
し
た

の
で
、
各
家
庭
を
訪
問
す
る
際

「
名
字
が
、
泌
ん
ぼ
か
ら
山
に
変

わ
り
ま
し
た
内
山
で
す
。
」
と

露
っ
て
挨
拶
し
て
い
る
の
で
す

が
、
時
々
、
「
内
田
さ
ん
で
し
た

よ
ね
。
薗
の
人
が
内
由
さ
ん
で
愉

と
書
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
最
初
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
身
長
1
7
6

セ
ン
チ
、
体
重
8
0
キ
ロ
、
ガ
ッ
チ

リ
と
し
た
体
格
を
し
て
い
ま
す

が
、
医
者
に
書
わ
せ
れ
ば
や
や
肥

満
と
い
う
体
を
し
て
い
ま
す
。

　
昭
涌
必
年
4
月
4
段
に
籍
舞

市
で
生
を
受
け
、
中
学
校
で
は
車

球
部
、
商
校
で
は
野
球
部
と
い
う

ク
ラ
ブ
活
動
ば
か
り
に
い
そ
し

ん
だ
後
、
警
察
宮
と
な
り
ま
し
た
。

警
察
富
に
な
っ
て
か
ら
は
、
柏

繭
・
新
潟
中
央
・
自
動
軍
警
ら
隊
・

小
出
・
新
発
田
と
勤
務
し
現
荏
に

蓋
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
患
い

出
に
残
っ
て
い
る
事
は
、
自
動
事

警
ら
隊
の
時
に
、
阪
神
大
震
災
で

は
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
矩
り
、
オ

ウ
ム
で
は
人
問
の
恐
ろ
し
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　
家
族
は
、
妻
と
子
ど
も
2
人
の

4
人
家
族
で
す
。
長
男
は
、
亮

（
り
ょ
う
）
と
購
し
ま
し
て
駐
蕉

勝
の
裏
に
あ
る
松
盟
保
膏
所
に

充
気
罠
く
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

毎
揖
先
盤
の
手
を
焼
か
せ
て
お

り
ま
す
。
長
女
は
、
さ
と
み
と
串

し
ま
し
て
1
歳
に
な
っ
た
ば
か

り
で
す
。
駐
荏
所
に
来
訪
す
る

入
を
覗
い
て
は
畜
ん
で
い
る
も

の
の
、
そ
の
人
が
帰
っ
て
し
ま
う

と
大
泣
き
す
る
と
い
う
可
愛
ら

し
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
（
家
族

の
話
は
切
り
が
な
い
の
で
終
わ

り
に
し
ま
す
）

　
私
は
駐
往
と
い
う
勤
務
は
初

め
て
で
あ
り
赴
任
当
時
は
不
安

な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り

ま
し
た
が
、
費
々
経
つ
に
つ
れ
薄

れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自

然
豊
か
な
地
と
、
素
朴
で
人
備
味

あ
ふ
れ
た
人
達
ば
か
り
と
判
っ

た
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
交
通
網
の
発

達
と
犯
罪
の
広
域
化
、
凶
悪
化
が

進
ん
で
お
り
、
侮
処
で
悲
惨
な
事

件
や
事
故
が
発
盆
し
て
も
不
思

議
で
な
い
今
臼
こ
の
頃
、
松
之
山

町
の
安
全
確
保
に
全
力
を
尽
く

し
皆
さ
ん
の
た
め
に
な
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
．

　
ニ
ュ
ゥ
ナ
イ
ス
ズ
メ
は
、
奉
州
鱗
部

よ
り
も
北
の
積
雪
の
多
樋
地
欝
恋
繁
殖

し
て
い
る
。
松
之
出
町
で
は
、
ま
だ
残

雪
が
あ
リ
マ
ン
サ
ク
の
花
が
咲
羅
3
漏

下
旬
か
ら
4
月
に
か
け
薫
渡
つ
薫
嚢
る
。

秋
、
冬
に
は
、
残
雲
が
あ
の
函
の
櫨
叢

で
群
れ
て
暮
ら
す
。

　
ス
ズ
メ
に
そ
っ
く
り
だ
が
体
は
擾
慧

小
さ
い
。
頬
に
黒
い
斑
点
が
無
く
腹
は

由
い
こ
と
な
ど
で
ス
ズ
メ
と
薩
劉
癒
き

る
。
ブ
ナ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
の
樹
漏

に
営
巣
し
繁
殖
す
る
。
人
家
の
軽
の
隙

問
な
ど
で
の
繁
殖
の
例
も
あ
る
。

鳴
き
声
も
ス
ズ
メ
に
似
て
い
る
が
、

ま
た
は
チ
ュ
ッ
の
ほ
か
に
チ
ィ
ー
と
鳴
く

専
ノ
ヘ
ρ
．
，

導
吃

野鳥薩諜響

訟撰鶉羅鍛鋸諺翻滋覆

訟之出晦野篶愛護嚢

美
人
林
で
は
多
く
観
察
濫
擬
る
。

少
し
讐
っ
た
る
恥
辮
驚
、
ち
ゅ
ん

　
　
　
O

欝’

　　ヂ、

（
探
鳥
会
の
案
内
）

次
園
定
例
探
鳥
会
の

　
　
　
　
　
　
む
案
内

　
次
園
は
8
月
篇
黛
盤
）

で
す
。
須
繊
地
賦
周
辺
の

〔
夏
の
鳥
輪
を
観
察
し
衷
餐
。

美
人
林
駐
事
場
整
髄
s
時

集
念
、
集
離
7
時
3
0
分
解

散
で
す
。

　
雨
天
決
行
。
参
癩
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
．

fO

　バトミントンクラブでは、みなさまのご参趨をお待

ち牢し上げております．

　年齢や男女を聞わず、ラケットー漆あれば洋びっ

しょり．ストレス解滴にもってこいです。そして、練

習を重ねるごとに難しいコースが拾えるようになり、

相孚が拾えないコースに打てるようになり、一打ごと

の相手との駆け引きを知り、ラリー一に楽しさを感じた

時、あなたはもうバトミントンにハマッテいます、

9月9旧禦青年大会出場祝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　簸　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　馨　　　　　　　　鍵　　　　　　　霧　　　　　　難　　　　霧　　　鐡　　灘

馨鄭
　
　
灘

鞠翻晦㊨鋤
謬議翻灘影．

　　　　　　　　　　　　蹴磁　　　　　　　　鰯
　　　　　　i灘　魏　　　　灘き灘　　糖欝幾

霧．
1欝

灘

　松之幽縫ぽ鐵灘縫i霧i鑛繋……難雛難藁鰻蒙鱗よね。

そこでダ拶一獄の活動癒澄獲霞護懸紹介して

見ようと思います。さて、今月は・・…・？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　擁　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　鍵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　肇　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　懸
　　　　　　　　　　　璽

　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　鐡　　　　　　　　醗　　　　　　　麟　　　　　　盤　　　　　灘　　　　騰　　　灘　　灘

　爆来たてほやほや。と蓄うのも今團7月19βに蜜

士登寅を果たした事から、勝乎に作り出したものだ

からです。しかし、窟士忠に行こうと思っても行け

ないのが大楽。

　みんなで企爾して、相談して、準備して、あとは

勢い。そんなグループです。　今年はすでに終了し

ましたが、来年も予定しています。

　思い立ったが吉鷺1行ってみたいと思った方。写

真の誰かに相談してください。慮頂はほんとに巖蕩

でしたよ。あのロケーションと達成感。忘1れられな

いものになりますよ。

”
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はじめまして

内山浩
巡査部長（湯本駐在所）

　　　　　　　　　です

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年

の
3
月
か
ら
湯
本
駿
在
駈
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
内
山
で
す
。

　
麟
任
奢
は
内
懸
さ
ん
で
し
た

の
で
、
各
家
庭
を
訪
問
す
る
際

「
名
字
が
、
泌
ん
ぼ
か
ら
山
に
変

わ
り
ま
し
た
内
山
で
す
。
」
と

露
っ
て
挨
拶
し
て
い
る
の
で
す

が
、
時
々
、
「
内
田
さ
ん
で
し
た

よ
ね
。
薗
の
人
が
内
由
さ
ん
で
愉

と
書
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
最
初
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
身
長
1
7
6

セ
ン
チ
、
体
重
8
0
キ
ロ
、
ガ
ッ
チ

リ
と
し
た
体
格
を
し
て
い
ま
す

が
、
医
者
に
書
わ
せ
れ
ば
や
や
肥

満
と
い
う
体
を
し
て
い
ま
す
。

　
昭
涌
必
年
4
月
4
段
に
籍
舞

市
で
生
を
受
け
、
中
学
校
で
は
車

球
部
、
商
校
で
は
野
球
部
と
い
う

ク
ラ
ブ
活
動
ば
か
り
に
い
そ
し

ん
だ
後
、
警
察
宮
と
な
り
ま
し
た
。

警
察
富
に
な
っ
て
か
ら
は
、
柏

繭
・
新
潟
中
央
・
自
動
軍
警
ら
隊
・

小
出
・
新
発
田
と
勤
務
し
現
荏
に

蓋
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
患
い

出
に
残
っ
て
い
る
事
は
、
自
動
事

警
ら
隊
の
時
に
、
阪
神
大
震
災
で

は
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
矩
り
、
オ

ウ
ム
で
は
人
問
の
恐
ろ
し
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　
家
族
は
、
妻
と
子
ど
も
2
人
の

4
人
家
族
で
す
。
長
男
は
、
亮

（
り
ょ
う
）
と
購
し
ま
し
て
駐
蕉

勝
の
裏
に
あ
る
松
盟
保
膏
所
に

充
気
罠
く
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

毎
揖
先
盤
の
手
を
焼
か
せ
て
お

り
ま
す
。
長
女
は
、
さ
と
み
と
串

し
ま
し
て
1
歳
に
な
っ
た
ば
か

り
で
す
。
駐
荏
所
に
来
訪
す
る

入
を
覗
い
て
は
畜
ん
で
い
る
も

の
の
、
そ
の
人
が
帰
っ
て
し
ま
う

と
大
泣
き
す
る
と
い
う
可
愛
ら

し
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
（
家
族

の
話
は
切
り
が
な
い
の
で
終
わ

り
に
し
ま
す
）

　
私
は
駐
往
と
い
う
勤
務
は
初

め
て
で
あ
り
赴
任
当
時
は
不
安

な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り

ま
し
た
が
、
費
々
経
つ
に
つ
れ
薄

れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自

然
豊
か
な
地
と
、
素
朴
で
人
備
味

あ
ふ
れ
た
人
達
ば
か
り
と
判
っ

た
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
交
通
網
の
発

達
と
犯
罪
の
広
域
化
、
凶
悪
化
が

進
ん
で
お
り
、
侮
処
で
悲
惨
な
事

件
や
事
故
が
発
盆
し
て
も
不
思

議
で
な
い
今
臼
こ
の
頃
、
松
之
山

町
の
安
全
確
保
に
全
力
を
尽
く

し
皆
さ
ん
の
た
め
に
な
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
．

　
ニ
ュ
ゥ
ナ
イ
ス
ズ
メ
は
、
奉
州
鱗
部

よ
り
も
北
の
積
雪
の
多
樋
地
欝
恋
繁
殖

し
て
い
る
。
松
之
出
町
で
は
、
ま
だ
残

雪
が
あ
リ
マ
ン
サ
ク
の
花
が
咲
羅
3
漏

下
旬
か
ら
4
月
に
か
け
薫
渡
つ
薫
嚢
る
。

秋
、
冬
に
は
、
残
雲
が
あ
の
函
の
櫨
叢

で
群
れ
て
暮
ら
す
。

　
ス
ズ
メ
に
そ
っ
く
り
だ
が
体
は
擾
慧

小
さ
い
。
頬
に
黒
い
斑
点
が
無
く
腹
は

由
い
こ
と
な
ど
で
ス
ズ
メ
と
薩
劉
癒
き

る
。
ブ
ナ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
の
樹
漏

に
営
巣
し
繁
殖
す
る
。
人
家
の
軽
の
隙

問
な
ど
で
の
繁
殖
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あ
る
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鳴
き
声
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ズ
メ
に
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が
、

ま
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チ
ュ
ッ
の
ほ
か
に
チ
ィ
ー
と
鳴
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専
ノ
ヘ
ρ
．
，

導
吃

野鳥薩諜響

訟撰鶉羅鍛鋸諺翻滋覆
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美
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讐
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ち
ゅ
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O
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探
鳥
会
の
案
内
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次
園
定
例
探
鳥
会
の

　
　
　
　
　
　
む
案
内

　
次
園
は
8
月
篇
黛
盤
）

で
す
。
須
繊
地
賦
周
辺
の

〔
夏
の
鳥
輪
を
観
察
し
衷
餐
。

美
人
林
駐
事
場
整
髄
s
時

集
念
、
集
離
7
時
3
0
分
解

散
で
す
。

　
雨
天
決
行
。
参
癩
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
．

fO

　バトミントンクラブでは、みなさまのご参趨をお待

ち牢し上げております．
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の相手との駆け引きを知り、ラリー一に楽しさを感じた

時、あなたはもうバトミントンにハマッテいます、
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霧．
1欝

灘

　松之幽縫ぽ鐵灘縫i霧i鑛繋……難雛難藁鰻蒙鱗よね。
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　爆来たてほやほや。と蓄うのも今團7月19βに蜜

士登寅を果たした事から、勝乎に作り出したものだ

からです。しかし、窟士忠に行こうと思っても行け

ないのが大楽。

　みんなで企爾して、相談して、準備して、あとは

勢い。そんなグループです。　今年はすでに終了し

ましたが、来年も予定しています。

　思い立ったが吉鷺1行ってみたいと思った方。写

真の誰かに相談してください。慮頂はほんとに巖蕩

でしたよ。あのロケーションと達成感。忘1れられな

いものになりますよ。
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　徐々に姿を硯し始めた欝然俸験稗学露∫　ぐ仮称）

　その模型が畠来上がり、この模型と資料を墓に、松之山の礫

境や風景、機能など様々な観点から検豹が行われ、璽に農いも

のを作り出していく作業が行われています。

　このデザインは、今奪5月に行われた設計⊃ンペにより選ば

れたヂ拳塚建築醗究所」の作品．

　㎜体どんなものが慮来るのか1どんな姿になるのかiこれか

ら少しずつご紹介できたらと考えていまず、　乞うご期待1

　今後も様々な鵬報を皆さんにお知らせしていきまず。

　　　　騰磁灘　　　　　　　鍵

灘
　　　　　　　　　　瓢　　　　　　　磁鐵

　　　　　　　　　　　　　　　　鑛

　　　　　　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　灘羅　　　　　　鰯『　　　顯麓2

　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　灘　　　　　　　繕繊　　　　糠鑛　　地獲～50

　
「
伶
家
と
…
緒
に
作
最
づ
く
り
に
参
撫
し
ま
せ
ん
か
？
㌫

と
、
第
2
闘
大
地
の
芸
衛
祭
の
作
酪
誘
致
希
望
に
つ
い
て

広
報
等
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
や
企
業
、
地
域
グ

ル
…
プ
な
ど
50
地
区
（
鑓
体
）
か
ら
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
園
の
誘
致
希
望
は
第
2
園
大
地
の
芸
衛
祭
に
お

い
て
、
寄
市
町
村
の
ス
テ
ー
ジ
以
外
に
設
麗
さ
れ
る
ソ
フ

ト
作
最
と
公
墓
維
最
で
す
．
求
た
今
園
の
誘
致
希
望
と
併

鐘
て
、
薪
潟
繋
の
蒙
ー
ト
ト
獲
滋
ン
漆
茎
琵
麦
援
難
業
葭

群
懇
整
備
き
鱗
鶏
潔
塗
繋
欝
鷹
ー
数
撚
葬
！
欝
巻
濤
鶏
嬢
懸

饗
園
糠
獲
灘
麟
懇
総
誘
致
癒
墾
⑱
鞭
麹
叢
愚
纏
鎌
繕
灘
撚
舗

灘
辮
灘
鑑
繍
灘
灘
獲
懸
蝶
溝
鱗
叢
灘
鶴

　
議
鱗
嚢
墾
雛
鍵
纐
騰
濾
繕
灘
鶏
灘
羅
織
総
灘
灘
韮
鑛
難

難
峯
灘
嚢
灘
欝
懸
懸
懸
議
縷
総
繍
懸
鯵
懸
　
鑛
翻
辮
灘

欝
鑛
難
難
灘
嬢
鰻
難
灘
㎜
鱗
灘
懇
織
欝
灘
懇

　
灘
獲
難
縫
欝
灘
灘
鑛
難
懸
灘
難
霧
騰
灘
鑛
灘
鰻
灘
羅

懸
灘
灘
縫
懸
難
灘
懸
繋
難
鰻

灘
礫
灘
懸
灘
灘
鰯
鰯
灘
覇
灘

霊2

新しく診療所に来ました

　よろしく
　　お願いします

　診療斯に導入された機器達により今ま

で以上に充実した診療を受ける事が撫来

るようになりました。

　
診
療
所
で
は
、
少
し
で
も
畢
く
患
響
さ
ん
の
濤
療
に
役
姦
竃
る
楚
め
、

次
の
よ
う
な
検
糞
機
罷
を
整
備
し
ま
し
た
。

i
、
鷺
カ
メ
う
　
食
道
、
習
、
塗
鴛
指
腸
を
藏
接
カ
メ
ラ
で
見
蒸
診
察

　
し
ま
す
。

2
、
携
帯
墾
レ
ン
ト
ゲ
ン
　
小
型
捻
ン
ト
ゲ
ン
で
、
愚
奮
さ
ん
の
欝
竃

　
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
礁
来
ま
す
．

3
、
携
帯
型
ヱ
凝
ー
　
小
型
の
機
露
で
ず
の
で
患
憲
さ
ん
の
露
竈
欝
、

　
懸
嚢
、
賢
臓
、
騨
職
、
す
恥
臓
の
検
糞
が
綴
寒
ま
す
。

4
、
霧
帯
饗
心
電
欝
　
患
春
叢
ん
の
霞
竃
響
心
臓
の
検
糞
が
畿
來
蜜
す
．

5
、
磁
液
検
套
機
器
、
簾
臨
鎌
検
套
機
器
今
豪
癒
は
結
果
が
分
か
る

　
ま
餐
5
総
位
壱
要
し
て
輪
ま
し
だ
が
、
今
は
そ
の
場
饗
結
渠
が
分
か

　
翰
ま
す
。

6
、
大
脇
検
糞
　
県
立
病
院
か
ら
機
羅
登
借
り
て
潅
て
診
察
じ
て
い
ま

　
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
奮
機
羅
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
霧
カ
メ
ラ
、
大
脇

験
甕
を
近
く
で
繊
薬
る
よ
う
に
な
り
ま
し
だ
。
叢
た
．
今
ま
羅
は
検
糞

結
果
が
分
か
る
ま
で
薮
β
位
を
要
し
て
騨
豪
し
だ
が
、
今
は
ぞ
の
場
寒

結
乗
が
分
か
り
談
す
の
で
、
単
く
適
靭
な
輪
療
が
綴
棄
る
よ
う
に
な
疹

ま
し
た
。
携
帯
型
の
綾
嶽
機
雛
は
、
往
診
に
も
持
っ
て
騨
け
ま
塗
の
で
、

建
の
悪
嶺
患
煮
さ
ん
へ
往
診
や
冬
期
聞
に
役
立
て
る
こ
と
が
繊
薬
豪
す
。

　
税
往
、
診
療
醗
で
は
皆
様
に
少
し
楚
も
待
ち
聴
閥
を
窺
く
し
、
薬
と

会
謙
が
畢
く
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
誘
。
漢
た
、
義
潟
か
ら
は
築

後
も
診
察
凄
行
っ
て
い
ま
す
（
月
、
塞
曜
総
を
除
く
）
の
響
、
恥
つ
餐

も
お
恥
で
筆
憲
恥
。

　
診
療
駈
は
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
病
気
の
畢
期
発
見
、
羅
期
浩
療
を
め

ざ
し
運
営
し
て
参
り
ま
す
。
お
黛
づ
き
な
点
は
職
鐵
に
慧
灘
お
か
け
下

さ
い
。

ぎ3
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境や風景、機能など様々な観点から検豹が行われ、璽に農いも

のを作り出していく作業が行われています。
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と
、
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の
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て
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等
で
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た
と
こ
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、
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や
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、
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な
ど
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地
区
（
鑓
体
）
か
ら
の
応
募
を
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た
だ
き
ま

し
た
。
今
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の
誘
致
希
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は
第
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大
地
の
芸
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に
お
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て
、
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テ
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以
外
に
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麗
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れ
る
ソ
フ

ト
作
最
と
公
墓
維
最
で
す
．
求
た
今
園
の
誘
致
希
望
と
併

鐘
て
、
薪
潟
繋
の
蒙
ー
ト
ト
獲
滋
ン
漆
茎
琵
麦
援
難
業
葭

群
懇
整
備
き
鱗
鶏
潔
塗
繋
欝
鷹
ー
数
撚
葬
！
欝
巻
濤
鶏
嬢
懸

饗
園
糠
獲
灘
麟
懇
総
誘
致
癒
墾
⑱
鞭
麹
叢
愚
纏
鎌
繕
灘
撚
舗

灘
辮
灘
鑑
繍
灘
灘
獲
懸
蝶
溝
鱗
叢
灘
鶴

　
議
鱗
嚢
墾
雛
鍵
纐
騰
濾
繕
灘
鶏
灘
羅
織
総
灘
灘
韮
鑛
難

難
峯
灘
嚢
灘
欝
懸
懸
懸
議
縷
総
繍
懸
鯵
懸
　
鑛
翻
辮
灘

欝
鑛
難
難
灘
嬢
鰻
難
灘
㎜
鱗
灘
懇
織
欝
灘
懇

　
灘
獲
難
縫
欝
灘
灘
鑛
難
懸
灘
難
霧
騰
灘
鑛
灘
鰻
灘
羅

懸
灘
灘
縫
懸
難
灘
懸
繋
難
鰻

灘
礫
灘
懸
灘
灘
鰯
鰯
灘
覇
灘

霊2

新しく診療所に来ました

　よろしく
　　お願いします

　診療斯に導入された機器達により今ま

で以上に充実した診療を受ける事が撫来

るようになりました。

　
診
療
所
で
は
、
少
し
で
も
畢
く
患
響
さ
ん
の
濤
療
に
役
姦
竃
る
楚
め
、

次
の
よ
う
な
検
糞
機
罷
を
整
備
し
ま
し
た
。

i
、
鷺
カ
メ
う
　
食
道
、
習
、
塗
鴛
指
腸
を
藏
接
カ
メ
ラ
で
見
蒸
診
察

　
し
ま
す
。

2
、
携
帯
墾
レ
ン
ト
ゲ
ン
　
小
型
捻
ン
ト
ゲ
ン
で
、
愚
奮
さ
ん
の
欝
竃

　
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
礁
来
ま
す
．

3
、
携
帯
型
ヱ
凝
ー
　
小
型
の
機
露
で
ず
の
で
患
憲
さ
ん
の
露
竈
欝
、

　
懸
嚢
、
賢
臓
、
騨
職
、
す
恥
臓
の
検
糞
が
綴
寒
ま
す
。

4
、
霧
帯
饗
心
電
欝
　
患
春
叢
ん
の
霞
竃
響
心
臓
の
検
糞
が
畿
來
蜜
す
．

5
、
磁
液
検
套
機
器
、
簾
臨
鎌
検
套
機
器
今
豪
癒
は
結
果
が
分
か
る

　
ま
餐
5
総
位
壱
要
し
て
輪
ま
し
だ
が
、
今
は
そ
の
場
饗
結
渠
が
分
か

　
翰
ま
す
。

6
、
大
脇
検
糞
　
県
立
病
院
か
ら
機
羅
登
借
り
て
潅
て
診
察
じ
て
い
ま

　
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
奮
機
羅
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
霧
カ
メ
ラ
、
大
脇

験
甕
を
近
く
で
繊
薬
る
よ
う
に
な
り
ま
し
だ
。
叢
た
．
今
ま
羅
は
検
糞

結
果
が
分
か
る
ま
で
薮
β
位
を
要
し
て
騨
豪
し
だ
が
、
今
は
ぞ
の
場
寒

結
乗
が
分
か
り
談
す
の
で
、
単
く
適
靭
な
輪
療
が
綴
棄
る
よ
う
に
な
疹

ま
し
た
。
携
帯
型
の
綾
嶽
機
雛
は
、
往
診
に
も
持
っ
て
騨
け
ま
塗
の
で
、

建
の
悪
嶺
患
煮
さ
ん
へ
往
診
や
冬
期
聞
に
役
立
て
る
こ
と
が
繊
薬
豪
す
。

　
税
往
、
診
療
醗
で
は
皆
様
に
少
し
楚
も
待
ち
聴
閥
を
窺
く
し
、
薬
と

会
謙
が
畢
く
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
誘
。
漢
た
、
義
潟
か
ら
は
築

後
も
診
察
凄
行
っ
て
い
ま
す
（
月
、
塞
曜
総
を
除
く
）
の
響
、
恥
つ
餐

も
お
恥
で
筆
憲
恥
。

　
診
療
駈
は
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
病
気
の
畢
期
発
見
、
羅
期
浩
療
を
め

ざ
し
運
営
し
て
参
り
ま
す
。
お
黛
づ
き
な
点
は
職
鐵
に
慧
灘
お
か
け
下

さ
い
。

ぎ3



I
c
u
寸
o
o
I

総
登
相
談
会
の
開
催

　
麟
民
年
金
綱
度
、
蟹
厩
葎
金

保
険
料
や
厚
生
年
金
の
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
ど
ん
な
彬
談
に
も

慈
じ
ま
す
、
ま
た
、
す
で
に
年

金
を
も
ら
っ
て
い
る
方
も
分
か

ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
相
談
会
へ
お
越
し
下

さ
い
。

β
時

　
8
月
3
0
日
　
火
曜
段

　
午
崩
鎗
時
～
午
後
3
時

場
駈

　
町
役
場
会
議
室

お
問
い
含
せ
は

　
役
場
総
務
諜
住
罠
係
ま
で

　
電
話
6
－
3
三
3
ユ

灘
鍍
器
訪
問
販
売
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
を

　
十
β
町
滴
防
所
管
内
に
お
い

て
、
悪
質
な
方
法
の
溝
火
駕
訪

問
販
売
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
悪
徳
な
訪
問

販
売
に
は
淺
意
し
て
く
だ
さ
い
．

・
業
養
は
清
火
羅
の
点
検
を

襲
っ
て
き
ま
す
。

　
「
漉
火
雛
の
効
果
が
低
下
し

て
い
る
漏
や
「
滴
火
剤
が
湿
気

て
い
る
」
と
霞
っ
て
購
入
を
勧

め
ま
す
。

・
溝
火
羅
の
地
元
取
扱
店
の
節

問
屋
と
偽
っ
て
購
入
を
勧
め
ま

す
．・

管
内
の
業
巌
か
ら
購
入
し
た

場
合
、
5
、
5
0
0
円
の
滴
火

盟
を
税
込
み
2
2
、
0
0
0
円

で
売
っ
て
い
ま
す
。

・
粉
末
滴
火
羅
・
酒
火
劃
は
維

持
管
理
状
態
に
よ
り
ま
す
が
、

法
的
有
効
期
問
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
購
入
し
た
場
合
、
湾
防
署
へ

お
問
い
含
せ
下
さ
い
．

　
こ
う
い
っ
た
訪
間
販
売
等
の

傭
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
含
せ
・
情
報
提
供
等
は

牽
β
町
溝
防
本
部
予
防
諜
へ

　
（
0
2
5
7
…
5
7
ー
王
5
5

7
）

灘
蒙
道
撰
水
設
備
工
事

糞
儀
撲
衛
者
認
定
試
験

　
下
水
道
雛
水
設
備
工
事
責
任

技
術
賓
認
定
試
験
及
び
受
験
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
資
格
は
、
宅
内
雛
水
を

行
う
た
め
に
必
要
な
資
格
の
一

つ
で
す
。

　
な
お
、
受
験
資
格
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

●
烹
本
及
び
、
建
築
関
係
等
の

　
専
稗
諜
程
を
卒
薬
さ
れ
た
方

●
蕩
校
寧
業
以
上
で
i
隼
以
上

　
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

●
実
務
経
験
2
年
以
上
を
脊
す

　
る
方

　
資
格
取
得
希
望
の
方
、
詳
細

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

町
役
場
建
設
企
業
諜
ま
で
。

　
電
話
6
！
2
亙
6
2

畿
欝
驚
情
報
館
よ
η

　
十
臼
町
傭
報
館
で
は
、
騎
公

民
館
を
経
由
し
て
猜
報
館
資
料

を
黛
餓
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
．
黛
患
手
順
は
次
の
と
お
り

で
す
．

王
、
公
罠
館
に
資
料
提
患
の
弟

　
し
撚

2
、
公
民
館
に
な
い
聴
は
、
構

　
報
館
に
あ
る
か
ど
う
か
所
蔵

　
紹
介

3
、
惰
報
餓
に
あ
る
時
は
相
窺

　
黛
儀
の
申
込

4
、
傭
報
館
か
ら
公
民
館
に
資

　
料
の
発
送

　
（
繕
ハ
患
“
期
闇
凹
は
ー
ヶ
月
〉

5
、
公
跳
館
が
利
罵
煮
に
資
料

　
の
黛
出

6
、
利
驚
者
が
公
民
館
に
資
料

　
の
返
部

7
、
返
都
が
あ
っ
た
事
を
公
民

　
館
が
惰
報
館
に
連
絡

8
、
公
民
館
は
情
報
館
に
資
料

　
の
返
隷

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
貴
重
資
料
に
つ
い
て

は
公
蔑
館
で
の
賜
覧
に
と
ど
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
含
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下

さ
い
。

　
ま
た
、
惰
報
館
か
ら
薩
接
か

り
嵐
さ
れ
た
資
料
に
お
い
て
も

公
民
賠
経
麟
に
て
返
却
す
る
事

が
鐙
来
ま
す
．
手
順
は
、
6
番

か
ら
8
番
と
な
り
ま
す
。

　
利
灘
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

町
公
民
館
へ
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。

　
電
詣
6
－
2
2
6
5

“　

遡
鑓
匿
療
費
助
成
が

　
　
　
拡
犬
さ
れ
ま
す

　
時
の
幼
兜
鷹
療
費
助
成
事
業

は
、
理
荏
i
歳
か
ら
就
学
萌
3

月
ま
で
の
期
間
「
入
院
篇
を
対

象
に
医
療
費
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
9
月
圭
臼
か
ら
1

歳
か
ら
3
歳
未
満
の
幼
晃
に
つ

い
て
「
通
院
」
も
医
療
費
助
成

鰐
象
に
な
り
ま
す
。

●
助
成
内
容
は
医
療
保
険
各
法

　
の
自
温
負
槌
か
ら
一
部
負
撞

　
金
（
1
日
5
3
0
円
、
月
4

　
園
ま
で
）
を
差
し
引
い
た
金

　
額
で
す
．

●
助
成
を
受
け
る
場
禽
は
「
通

　
院
」
「
入
院
幅
い
ず
れ
も
医
療

　
機
関
に
受
診
す
る
際
に
町
が

　
受
給
暫
証
を
発
行
し
ま
す
の

　
で
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
串

　
講
し
て
く
だ
さ
い
。

○
乳
児
鷹
療
費
助
成
は
今
ま
で

　
ど
お
り
「
通
院
」
「
入
院
偏
と

　
も
に
実
施
し
て
い
ま
す
、

　
貌
兜
及
び
幼
兜
の
匿
療
費
助

成
に
つ
い
て
は
一
部
所
得
翻
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
を
町

保
健
懲
祉
諜
保
健
編
祉
係
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
電
話
6
－
3
7
0
5

f4

窮
業
内
容
く
8
／
総
～
9
／
応
）

　
　
ゆ
　
　
　
と
　
の

　
　
松
之
由
町
生
濯
学
習
だ
よ
り
公
浅
露
質
6
－
2
2
6
5

蹴
炎
葵
駕
講
座

（
ち
ぎ
級
絵
）

期
鷺
8
月
2
3
臼
（
水
）

時
間
　
午
後
7
時
舗
分
～

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

湯
鳥
炎
学

、
（
酸
芸
教
室
）

　
冬
期
・
正
月
に
向
け
た
葦
木

の
手
入
れ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

期
臼
　
9
月
6
鶏
く
木
）

時
闘
　
午
箭
紛
時
～
午
後
1
時

場
勝
　
休
養
醤
セ
ン
タ
ー

講
麟
　
駿
業
改
良
普
及
員

羨
擁
膨
ン
ジ
湯
鳥

（
城
が
こ
こ
に
も
あ
つ
た
ぞ
）

　
松
之
山
町
に
は
由
城
の
跡
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
．
そ
れ
を

さ
が
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

期
環
9
月
8
段
（
土
）

時
間
　
午
飼
9
時
～

会
場
　
休
養
耕
セ
ン
タ
…

．
灘
機
桑
膨
欝
ワ
ー
ク
醗
修
会

（
う
た
ご
え
舞
’
ク
κ
）

期
β
　
8
月
器
鷺
（
木
）

　
　
　
9
月
6
鷺
（
木
）

蒔
間
　
午
後
8
時
～

金
場
　
休
養
鰐
セ
ン
タ
…

藩
馨
懲
広
場

　
徳
月
第
2
土
曜
類
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と

し
て
休
養
粒
セ
ン
タ
ー
を
開
放
。

　
読
み
潤
か
せ
や
ビ
デ
オ
灘
、
映
、

パ
ソ
コ
ン
コ
…
ナ
ー
な
ど
、

期
β
　
9
月
8
臼
（
土
）

時
問
　
午
繭
9
蒔
～
午
後
4
時

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

壌
＆
⑤
少
葬
野
球
大
会

　
郡
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が

参
撫
し
、
露
球
を
追
い
ま
す
。

松
之
山
少
年
野
球
チ
…
ム
も
優

勝
め
ざ
し
て
頭
張
り
ま
す
。

期
9
8
月
2
6
臼
（
臼
〉

会
場
　
安
塚
町

“◎

難
籔
轍
欝
教
室

　
9
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は

「
運
動
会
』
で
す
。
体
を
動
か

し
て
、
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

期
β
　
9
月
鎗
揖
（
水
〉

聴
間
　
年
蔚
9
時
5
U
時

会
場
　
町
民
体
育
館

豫
讐
教
蜜

（
ゆ
ζ
擁
鞠
紳
云
）

期
β
　
8
月
2
3
欝
ハ
木
）

購
間
　
午
後
ユ
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
4
時
3
0
分

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

（
｝
般
罪
陶
嚇
云
）

期
β
　
8
月
貿
・
3
1
臼
（
金
〉

時
聞
　
午
後
6
蒔
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
9
蒔
3
0
分

会
場
　
休
養
智
セ
ン
タ
…

（
親
ヂ
陶
芸
〉

期
β
8
月
2
5
β
（
土
）

時
間
　
午
後
1
時
3
0
分
㌻

　
　
　
　
　
午
後
4
時
3
0
分

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

國
懸
艶
籔
籔
灘
線
愛
称

　
園
道
2
5
3
跨
線
は
、
上
越
を
趨
点
と
し
て
東
頸
城
を
横
断
し
、
十
臼

町
欝
を
結
び
な
が
ら
六
欝
町
に
灘
る
総
廼
長
碑
キ
臓
メ
ー
ト
ル
の
國
道
で
す
、

　
こ
の
麟
道
2
5
3
弩
線
が
益
々
多
く
の
人
々
か
ら
親
し
み
を
持
っ
て
利

罵
し
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
道
賭
に
愛
称
を
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
圏
道
2
5
3
弩
線
に
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
よ
ろ
し
く
お
腰
い
し
ま
す
。

◆
応
募
内
容

　
飼
道
2
5
3
讐
線
の
霞
然
、
景
観
、
歴
寅
、
風
土
、
人
々
の
暮
ら
し
な

ど
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
墓
集
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法
は
、
は
が
き
に

　
。
愛
称
名
（
応
墓
作
鹸
）

　
。
愛
称
の
慧
味

　
・
住
勝
二
比
名
（
ふ
り
が
な
も
∀
犀
齢
・
電
話
番
弩

　
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
、
は
が
き
一
枚
に
つ
き
　
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
締
切
　
平
成
捻
年
9
月
貿
日
（
月
V
必
蒲

◆
応
募
先
　
牽
鷺
購
撫
千
歳
町
3
－
3
　
十
β
町
南
商
ヱ
観
光
諜
内

　
　
　
　
　
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会
事
務
馬

　
　
　
　
　
「
圏
道
2
5
3
畢
愛
称
墓
集
｝
係

難
灘
籔
雛
講
習
受
講
生
募
集

　
政
府
の
補
助
事
業
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
ー
丁
講
翌
会
。

現
往
ま
で
に
2
0
0
名
以
上
の

方
か
ら
お
寧
し
込
み
を
い
た
だ

き
、
町
内
各
地
で
朗
催
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
．

　
n
月
以
降
の
会
場
に
ま
だ
余

裕
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
受
講

さ
れ
て
お
ら
ず
、
迷
っ
て
お
ら

れ
る
方
は
、
是
雰
こ
の
機
会
に

パ
ソ
コ
ン
に
触
つ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
イ

ン
タ
…
ネ
ツ
ト
、
電
子
メ
董
ル

だ
け
の
受
講
も
歓
迎
い
た
し
ま

す
。お

問
い
舎
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

　
　
　
　
　
　
瞬
公
艮
館
ま
で

饗5



I
c
u
寸
o
o
I

総
登
相
談
会
の
開
催

　
麟
民
年
金
綱
度
、
蟹
厩
葎
金

保
険
料
や
厚
生
年
金
の
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
ど
ん
な
彬
談
に
も

慈
じ
ま
す
、
ま
た
、
す
で
に
年

金
を
も
ら
っ
て
い
る
方
も
分
か

ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
相
談
会
へ
お
越
し
下

さ
い
。

β
時

　
8
月
3
0
日
　
火
曜
段

　
午
崩
鎗
時
～
午
後
3
時

場
駈

　
町
役
場
会
議
室

お
問
い
含
せ
は

　
役
場
総
務
諜
住
罠
係
ま
で

　
電
話
6
－
3
三
3
ユ

灘
鍍
器
訪
問
販
売
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
を

　
十
β
町
滴
防
所
管
内
に
お
い

て
、
悪
質
な
方
法
の
溝
火
駕
訪

問
販
売
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
悪
徳
な
訪
問

販
売
に
は
淺
意
し
て
く
だ
さ
い
．

・
業
養
は
清
火
羅
の
点
検
を

襲
っ
て
き
ま
す
。

　
「
漉
火
雛
の
効
果
が
低
下
し

て
い
る
漏
や
「
滴
火
剤
が
湿
気

て
い
る
」
と
霞
っ
て
購
入
を
勧

め
ま
す
。

・
溝
火
羅
の
地
元
取
扱
店
の
節

問
屋
と
偽
っ
て
購
入
を
勧
め
ま

す
．・

管
内
の
業
巌
か
ら
購
入
し
た

場
合
、
5
、
5
0
0
円
の
滴
火

盟
を
税
込
み
2
2
、
0
0
0
円

で
売
っ
て
い
ま
す
。

・
粉
末
滴
火
羅
・
酒
火
劃
は
維

持
管
理
状
態
に
よ
り
ま
す
が
、

法
的
有
効
期
問
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
購
入
し
た
場
合
、
湾
防
署
へ

お
問
い
含
せ
下
さ
い
．

　
こ
う
い
っ
た
訪
間
販
売
等
の

傭
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
含
せ
・
情
報
提
供
等
は

牽
β
町
溝
防
本
部
予
防
諜
へ

　
（
0
2
5
7
…
5
7
ー
王
5
5

7
）

灘
蒙
道
撰
水
設
備
工
事

糞
儀
撲
衛
者
認
定
試
験

　
下
水
道
雛
水
設
備
工
事
責
任

技
術
賓
認
定
試
験
及
び
受
験
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
資
格
は
、
宅
内
雛
水
を

行
う
た
め
に
必
要
な
資
格
の
一

つ
で
す
。

　
な
お
、
受
験
資
格
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

●
烹
本
及
び
、
建
築
関
係
等
の

　
専
稗
諜
程
を
卒
薬
さ
れ
た
方

●
蕩
校
寧
業
以
上
で
i
隼
以
上

　
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

●
実
務
経
験
2
年
以
上
を
脊
す

　
る
方

　
資
格
取
得
希
望
の
方
、
詳
細

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

町
役
場
建
設
企
業
諜
ま
で
。

　
電
話
6
！
2
亙
6
2

畿
欝
驚
情
報
館
よ
η

　
十
臼
町
傭
報
館
で
は
、
騎
公

民
館
を
経
由
し
て
猜
報
館
資
料

を
黛
餓
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
．
黛
患
手
順
は
次
の
と
お
り

で
す
．

王
、
公
罠
館
に
資
料
提
患
の
弟

　
し
撚

2
、
公
民
館
に
な
い
聴
は
、
構

　
報
館
に
あ
る
か
ど
う
か
所
蔵

　
紹
介

3
、
惰
報
餓
に
あ
る
時
は
相
窺

　
黛
儀
の
申
込

4
、
傭
報
館
か
ら
公
民
館
に
資

　
料
の
発
送

　
（
繕
ハ
患
“
期
闇
凹
は
ー
ヶ
月
〉

5
、
公
跳
館
が
利
罵
煮
に
資
料

　
の
黛
出

6
、
利
驚
者
が
公
民
館
に
資
料

　
の
返
部

7
、
返
都
が
あ
っ
た
事
を
公
民

　
館
が
惰
報
館
に
連
絡

8
、
公
民
館
は
情
報
館
に
資
料

　
の
返
隷

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
貴
重
資
料
に
つ
い
て

は
公
蔑
館
で
の
賜
覧
に
と
ど
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
含
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下

さ
い
。

　
ま
た
、
惰
報
館
か
ら
薩
接
か

り
嵐
さ
れ
た
資
料
に
お
い
て
も

公
民
賠
経
麟
に
て
返
却
す
る
事

が
鐙
来
ま
す
．
手
順
は
、
6
番

か
ら
8
番
と
な
り
ま
す
。

　
利
灘
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

町
公
民
館
へ
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。

　
電
詣
6
－
2
2
6
5

“　

遡
鑓
匿
療
費
助
成
が

　
　
　
拡
犬
さ
れ
ま
す

　
時
の
幼
兜
鷹
療
費
助
成
事
業

は
、
理
荏
i
歳
か
ら
就
学
萌
3

月
ま
で
の
期
間
「
入
院
篇
を
対

象
に
医
療
費
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
9
月
圭
臼
か
ら
1

歳
か
ら
3
歳
未
満
の
幼
晃
に
つ

い
て
「
通
院
」
も
医
療
費
助
成

鰐
象
に
な
り
ま
す
。

●
助
成
内
容
は
医
療
保
険
各
法

　
の
自
温
負
槌
か
ら
一
部
負
撞

　
金
（
1
日
5
3
0
円
、
月
4

　
園
ま
で
）
を
差
し
引
い
た
金

　
額
で
す
．

●
助
成
を
受
け
る
場
禽
は
「
通

　
院
」
「
入
院
幅
い
ず
れ
も
医
療

　
機
関
に
受
診
す
る
際
に
町
が

　
受
給
暫
証
を
発
行
し
ま
す
の

　
で
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
串

　
講
し
て
く
だ
さ
い
。

○
乳
児
鷹
療
費
助
成
は
今
ま
で

　
ど
お
り
「
通
院
」
「
入
院
偏
と

　
も
に
実
施
し
て
い
ま
す
、

　
貌
兜
及
び
幼
兜
の
匿
療
費
助

成
に
つ
い
て
は
一
部
所
得
翻
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
を
町

保
健
懲
祉
諜
保
健
編
祉
係
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
電
話
6
－
3
7
0
5

f4

窮
業
内
容
く
8
／
総
～
9
／
応
）

　
　
ゆ
　
　
　
と
　
の

　
　
松
之
由
町
生
濯
学
習
だ
よ
り
公
浅
露
質
6
－
2
2
6
5

蹴
炎
葵
駕
講
座

（
ち
ぎ
級
絵
）

期
鷺
8
月
2
3
臼
（
水
）

時
間
　
午
後
7
時
舗
分
～

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

湯
鳥
炎
学

、
（
酸
芸
教
室
）

　
冬
期
・
正
月
に
向
け
た
葦
木

の
手
入
れ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

期
臼
　
9
月
6
鶏
く
木
）

時
闘
　
午
箭
紛
時
～
午
後
1
時

場
勝
　
休
養
醤
セ
ン
タ
ー

講
麟
　
駿
業
改
良
普
及
員

羨
擁
膨
ン
ジ
湯
鳥

（
城
が
こ
こ
に
も
あ
つ
た
ぞ
）

　
松
之
山
町
に
は
由
城
の
跡
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
．
そ
れ
を

さ
が
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

期
環
9
月
8
段
（
土
）

時
間
　
午
飼
9
時
～

会
場
　
休
養
耕
セ
ン
タ
…

．
灘
機
桑
膨
欝
ワ
ー
ク
醗
修
会

（
う
た
ご
え
舞
’
ク
κ
）

期
β
　
8
月
器
鷺
（
木
）

　
　
　
9
月
6
鷺
（
木
）

蒔
間
　
午
後
8
時
～

金
場
　
休
養
鰐
セ
ン
タ
…

藩
馨
懲
広
場

　
徳
月
第
2
土
曜
類
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と

し
て
休
養
粒
セ
ン
タ
ー
を
開
放
。

　
読
み
潤
か
せ
や
ビ
デ
オ
灘
、
映
、

パ
ソ
コ
ン
コ
…
ナ
ー
な
ど
、

期
β
　
9
月
8
臼
（
土
）

時
問
　
午
繭
9
蒔
～
午
後
4
時

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

壌
＆
⑤
少
葬
野
球
大
会

　
郡
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が

参
撫
し
、
露
球
を
追
い
ま
す
。

松
之
山
少
年
野
球
チ
…
ム
も
優

勝
め
ざ
し
て
頭
張
り
ま
す
。

期
9
8
月
2
6
臼
（
臼
〉

会
場
　
安
塚
町

“◎

難
籔
轍
欝
教
室

　
9
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は

「
運
動
会
』
で
す
。
体
を
動
か

し
て
、
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

期
β
　
9
月
鎗
揖
（
水
〉

聴
間
　
年
蔚
9
時
5
U
時

会
場
　
町
民
体
育
館

豫
讐
教
蜜

（
ゆ
ζ
擁
鞠
紳
云
）

期
β
　
8
月
2
3
欝
ハ
木
）

購
間
　
午
後
ユ
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
4
時
3
0
分

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

（
｝
般
罪
陶
嚇
云
）

期
β
　
8
月
貿
・
3
1
臼
（
金
〉

時
聞
　
午
後
6
蒔
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
9
蒔
3
0
分

会
場
　
休
養
智
セ
ン
タ
…

（
親
ヂ
陶
芸
〉

期
β
8
月
2
5
β
（
土
）

時
間
　
午
後
1
時
3
0
分
㌻

　
　
　
　
　
午
後
4
時
3
0
分

会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

國
懸
艶
籔
籔
灘
線
愛
称

　
園
道
2
5
3
跨
線
は
、
上
越
を
趨
点
と
し
て
東
頸
城
を
横
断
し
、
十
臼

町
欝
を
結
び
な
が
ら
六
欝
町
に
灘
る
総
廼
長
碑
キ
臓
メ
ー
ト
ル
の
國
道
で
す
、

　
こ
の
麟
道
2
5
3
弩
線
が
益
々
多
く
の
人
々
か
ら
親
し
み
を
持
っ
て
利

罵
し
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
道
賭
に
愛
称
を
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
圏
道
2
5
3
弩
線
に
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
よ
ろ
し
く
お
腰
い
し
ま
す
。

◆
応
募
内
容

　
飼
道
2
5
3
讐
線
の
霞
然
、
景
観
、
歴
寅
、
風
土
、
人
々
の
暮
ら
し
な

ど
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
墓
集
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法
は
、
は
が
き
に

　
。
愛
称
名
（
応
墓
作
鹸
）

　
。
愛
称
の
慧
味

　
・
住
勝
二
比
名
（
ふ
り
が
な
も
∀
犀
齢
・
電
話
番
弩

　
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
、
は
が
き
一
枚
に
つ
き
　
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
締
切
　
平
成
捻
年
9
月
貿
日
（
月
V
必
蒲

◆
応
募
先
　
牽
鷺
購
撫
千
歳
町
3
－
3
　
十
β
町
南
商
ヱ
観
光
諜
内

　
　
　
　
　
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会
事
務
馬

　
　
　
　
　
「
圏
道
2
5
3
畢
愛
称
墓
集
｝
係

難
灘
籔
雛
講
習
受
講
生
募
集

　
政
府
の
補
助
事
業
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
ー
丁
講
翌
会
。

現
往
ま
で
に
2
0
0
名
以
上
の

方
か
ら
お
寧
し
込
み
を
い
た
だ

き
、
町
内
各
地
で
朗
催
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
．

　
n
月
以
降
の
会
場
に
ま
だ
余

裕
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
受
講

さ
れ
て
お
ら
ず
、
迷
っ
て
お
ら

れ
る
方
は
、
是
雰
こ
の
機
会
に

パ
ソ
コ
ン
に
触
つ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
イ

ン
タ
…
ネ
ツ
ト
、
電
子
メ
董
ル

だ
け
の
受
講
も
歓
迎
い
た
し
ま

す
。お

問
い
舎
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

　
　
　
　
　
　
瞬
公
艮
館
ま
で
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麟
．
鱗
慰
鰹
囎
襲
趨

韓
、
嚢

騰
舞
灘
雛
璽
糊

曝
磯灘1

　　　　　　　　　　鱗麟

　　　　　　　　　　　　　　　　態撫

懸i

鰐縷

麗
鐵　
繍
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
難

熔

圃團回團
おめでた（出生）

えβう奮のおか灘さん

大脇ちゃん　麟橋襲霧識興さん

　　　　　　　　湯本（上屡〉
陽軽ちゃん　縞橋隆幸・幸子さん

　　　　　　　　天水島（弥惣治〉
健、洋ちゃん　保坂久美夫・膏子さん

　　　　　　　　豊　膨（道　徳）
慶太ちゃん　由犀察錐・優美さん

　　　　　　　　新　出（下の沢）

おくやみ（死亡〉

竹内キクイさん68歳　坂　中（親家）

譲i橋ミヱ』夢さん　77歳　中　 羅（吉　池〉

佐藤　ヨリさん瓢歳　天水越（幸ぜん）

出口　敏夫さん　89歳　湯之鶴（杉の木）

舞繊　ヨイさん　96歳　上頬手（麗　敷）

＊7蒋員ヨから7月綴鷺までの麗磁分です。

零嵐報に載せてほしくない方は、縄鶏の時に

　窓“にま3謡ください。

⑳◎㊨㊧
　　　　　　　　7月3王猿税在

　　　総人口　3，絡8人（＋5〉

　　　　男　三，518人（＋2〉

　　　　女王，650人（＋3〉
　　　樵帯数　1，玉捻戸（＋2〉

　　　　　（〉内は鹸月との比較

町民憲章、召秘53、鉾7∫弓難、腱

　わたしたちは松之1匪達町民です．郷土を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう。

町民の食葉
　　王、美しい緑と霧の中で

　　　　　　　心豊かな人になろう
　　王、ブナの梢が触れ台いうように1

　　　　　　　連体の心をもとう
　　1、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　翻造のカを嘉めよう

温泉山休日

濾泉センタ」 翠の湯

8月 9・23・30・31 10・31

9月
13・271 17
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　　　ン

お母さんと僕iと』お父さんと海に欝ったくヒこ。

お母さんが海を箆てfきれい～∫と．葦っているとこ。

お母さんの顔がすき。獄がすき．
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ロヨナ　　ミなめ　ニ

鈴木悠斗
湯本（簿々木）

なかやま　　　ヤくのな

中由　　実

天水島（中山）

お織さんがと僕と翼い物に
費くところ。

だっこしたりおんぶしたり
してくれるとこがすき．

タマゴご飯を作ってくれる。
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